
一
〇
〇
円

高
等
学
校
の
生
徒
、
中

学
校
の
生
徒
、
小
学
校
の

児
童
及
び
こ
れ
ら
に
準
ず

る
者
が
利
用
す
る
場
合
の

使
用
料
の
額
は
、
上
記
使

一
、
〇
五
〇
円

回
数
券
で

利
用
す
る

場
合
に
限

「

を

る
。

用
料
の
額
に
百
分
の
五
十

を
乗
じ
て
得
た
額
と
す

る
。

」

一
〇
〇
円

１

「
共
通
回
数
券
」
と

は
、
総
合
競
技
場
の
フ

ィ
ー
ル
ド
又
は
サ
ブ
競

技
場
の
フ
ィ
ー
ル
ド
の

い
ず
れ
を
利
用
す
る
場

合
に
お
い
て
も
使
用
す

る
こ
と
が
で
き
る
回
数

券
を
い
う
。

２

高
等
学
校
の
生
徒
、

中
学
校
の
生
徒
、
小
学

校
の
児
童
及
び
こ
れ
ら

に
準
ず
る
者
が
利
用
す

る
場
合
の
使
用
料
の
額

は
、
上
記
使
用
料
の
額

に
百
分
の
五
十
を
乗
じ

て
得
た
額
と
す
る
。

一
、
〇
五
〇
円

共
通
回
数

券
で
利
用

す
る
場
合

に
限
る
。

「

に
、

」

一

時

間

三
、
一
五
〇
円

高
等
学
校
の
生
徒
、
中
学
校
の
生
徒
、

小
学
校
の
児
童
及
び
こ
れ
ら
に
準
ず
る

者
並
び
に
幼
児
（
四
歳
か
ら
小
学
校
就

学
の
始
期
に
達
す
る
ま
で
の
者
を
い

う
。
）
が
専
ら
利
用
す
る
場
合
の
使
用

料
の
額
は
、
上
記
使
用
料
の
額
に
百
分

の
五
十
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

一
人
一
回

一
〇
〇
円

「

を
」

一

時

間

三
、
一
五
〇
円

高
等
学
校
の
生
徒
、
中
学
校
の
生
徒
、

小
学
校
の
児
童
及
び
こ
れ
ら
に
準
ず
る

者
並
び
に
幼
児
（
四
歳
か
ら
小
学
校
就

学
の
始
期
に
達
す
る
ま
で
の
者
を
い

う
。
）
が
専
ら
利
用
す
る
場
合
の
使
用

料
の
額
は
、
上
記
使
用
料
の
額
に
百
分

の
五
十
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

「

条

例

大
分
県
使
用
料
及
び
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一

大
分
県
税
条
例
等
の
一
部
改
正
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二

大
分
県
税
特
別
措
置
条
例
の
一
部
改
正
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
五

大
分
県
の
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
改
正
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
五

大
分
県
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
六

大
分
県
幼
稚
園
型
認
定
こ
ど
も
園
等
の
認
定
の
要
件
を
定
め
る
条
例
等
の
一
部
改
正
…
…
…
…
…
…
…
…
六

大
分
県
立
学
校
職
員
及
び
大
分
県
市
町
村
立
学
校
県
費
負
担
教
職
員
定
数
条
例
の
一
部
改
正
…
…
…
…
…
七

〇
条

例

大
分
県
使
用
料
及
び
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
六
年
七
月
四
日

大
分
県
知
事

佐

藤

樹

一

郎

大
分
県
条
例
第
二
十
九
号

大
分
県
使
用
料
及
び
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

大
分
県
使
用
料
及
び
手
数
料
条
例
（
昭
和
三
十
一
年
大
分
県
条
例
第
二
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

別
表
第
一
の
大
分
ス
ポ
ー
ツ
公
園
の
部
中

目

次

令

和

六

年

（ 木 曜 日 ）

�
�
�
�

号

外

五
四

七

月

四

日

毎
週

火
曜
日
・
金
曜
日
（
祝
祭
日
に
当
た
る
と
き
は
翌
日
発
行
）

発
行
人

大

分

県

編
集

元
屋
印
刷
株
式
会
社

（
定
価

一
箇
年

三
万
八
千
八
百
八
十
円
）

令
和
六
年
七
月
四
日

大
分
県
報
号
外
（
条
例
）

一



一
人
一
回

一
〇
〇
円

１

「
共
通
回
数
券
」
と

は
、
総
合
競
技
場
の
フ

ィ
ー
ル
ド
又
は
サ
ブ
競

技
場
の
フ
ィ
ー
ル
ド
の

に
改
め
る
。

い
ず
れ
を
利
用
す
る
場

合
に
お
い
て
も
使
用
す

る
こ
と
が
で
き
る
回
数

券
を
い
う
。

２

高
等
学
校
の
生
徒
、

中
学
校
の
生
徒
、
小
学

校
の
児
童
及
び
こ
れ
ら

に
準
ず
る
者
が
利
用
す

る
場
合
の
使
用
料
の
額

は
、
上
記
使
用
料
の
額

に
百
分
の
五
十
を
乗
じ

て
得
た
額
と
す
る
。

一
人
十
一
回

一
、
〇
五
〇
円

共
通
回
数

券
で
利
用

す
る
場
合

に
限
る
。

」

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

附

則

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

大
分
県
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
六
年
七
月
四
日

大
分
県
知
事

佐

藤

樹

一

郎

大
分
県
条
例
第
三
十
号

大
分
県
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
大
分
県
税
条
例
の
一
部
改
正
）

第
一
条

大
分
県
税
条
例
（
昭
和
二
十
五
年
大
分
県
条
例
第
四
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

三
十
五
条
の
三
第
一
項
中
「
第
二
十
一
条
の
七
」
を
「
第
二
十
一
条
の
八
」
に
改
め
る
。

第
三
十
七
条
の
二
の
二
第
三
項
中
「
（
昭
和
五
十
九
年
法
律
第
六
十
八
号
）
」
を
削
る
。

第
三
十
八
条
の
八
第
二
項
中
「
第
一
項
」
を
「
前
項
」
に
改
め
る
。

附
則
第
五
条
の
二
中
「
同
号
」
を
「
同
条
第
一
項
及
び
第
三
項
」
に
改
め
る
。

附
則
第
七
条
の
二
の
二
中
「
附
則
第
四
条
の
六
第
一
項
で
定
め
る
」
を
「
附
則
第
四
条
の
八
第
一
項
に

規
定
す
る
」
に
改
め
る
。

附
則
第
十
八
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
事
業
税
の
納
税
義
務
者
等
の
特
例
）

第
十
八
条
の
二

第
三
十
五
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
同
条
第

一
項
第
一
号
ロ
中
「
一
億
円
以
下
の
も
の
」
と
あ
る
の
は
「
一
億
円
以
下
の
も
の
（
前
事
業
年
度
の
事

業
税
に
つ
い
て
イ
に
掲
げ
る
法
人
に
該
当
し
た
も
の
で
あ
つ
て
、
払
込
資
本
の
額
（
法
人
が
株
主
又
は

合
名
会
社
、
合
資
会
社
若
し
く
は
合
同
会
社
の
社
員
そ
の
他
法
人
の
出
資
者
か
ら
出
資
を
受
け
た
金
額

と
し
て
令
附
則
第
六
条
に
規
定
す
る
金
額
を
い
う
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
十
億
円
を
超
え
る
も

の
を
除
く
。
）
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
一
億
円
以
下
の
法
人
で
あ
る
か
ど
う
か
」
と
あ
る
の
は
「
一

億
円
以
下
の
法
人
で
あ
る
か
ど
う
か
、
払
込
資
本
の
額
が
十
億
円
を
超
え
る
法
人
で
あ
る
か
ど
う
か
」

と
す
る
。

第
二
条

大
分
県
税
条
例
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
五
条
第
一
項
第
一
号
ロ
中
「
並
び
に
こ
れ
ら
の
法
人
」
を
「
（
以
下
ロ
に
お
い
て
「
所
得
等
課

税
法
人
」
と
い
う
。
）
並
び
に
所
得
等
課
税
法
人
」
に
改
め
、
「
有
し
な
い
も
の
」
の
下
に
「
（
所
得
等

課
税
法
人
以
外
の
法
人
の
う
ち
次
に
掲
げ
る
法
人
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
）
」
を
加
え
、
同
号
ロ
に

次
の
よ
う
に
加
え
る
。

⑴

特
定
法
人
（
払
込
資
本
の
額
（
法
人
が
株
主
又
は
合
名
会
社
、
合
資
会
社
若
し
く
は
合
同
会

社
の
社
員
そ
の
他
法
人
の
出
資
者
か
ら
出
資
を
受
け
た
金
額
と
し
て
令
第
十
条
の
二
に
規
定
す

る
金
額
を
い
う
。
以
下
⑴
及
び
⑵
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
五
十
億
円
を
超
え
る
法
人
（
ロ
に
掲

げ
る
法
人
を
除
く
。
）
及
び
保
険
業
法
に
規
定
す
る
相
互
会
社
（
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
と
し
て

令
第
十
条
の
三
に
規
定
す
る
も
の
を
含
む
。
）
を
い
う
。
以
下
⑴
及
び
⑵
に
お
い
て
同
じ
。
）

と
の
間
に
当
該
特
定
法
人
に
よ
る
完
全
支
配
関
係
（
法
人
税
法
第
二
条
第
十
二
号
の
七
の
六
に

規
定
す
る
完
全
支
配
関
係
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
及
び
次
項
第
二
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
あ

る
法
人
の
う
ち
払
込
資
本
の
額
（
令
和
六
年
三
月
三
十
日
以
後
に
当
該
法
人
と
当
該
特
定
法
人

と
の
間
に
完
全
支
配
関
係
（
当
該
法
人
以
外
の
特
定
法
人
に
よ
る
完
全
支
配
関
係
に
限
る
。
）

が
あ
る
場
合
そ
の
他
令
第
十
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
法
人
が
剰
余

金
の
配
当
（
払
込
資
本
の
額
の
う
ち
令
第
十
条
の
五
に
規
定
す
る
額
の
減
少
に
伴
う
も
の
に
限

る
。
以
下
⑴
及
び
⑵
に
お
い
て
同
じ
。
）
又
は
出
資
の
払
戻
し
を
し
た
と
き
は
、
当
該
剰
余
金

の
配
当
又
は
出
資
の
払
戻
し
に
よ
り
減
少
し
た
払
込
資
本
の
額
を
加
算
し
た
額
）
が
二
億
円
を

超
え
る
も
の

⑵

法
人
と
の
間
に
完
全
支
配
関
係
が
あ
る
全
て
の
特
定
法
人
が
有
す
る
株
式
及
び
出
資
の
全
部

を
当
該
全
て
の
特
定
法
人
の
う
ち
い
ず
れ
か
一
の
も
の
が
有
す
る
も
の
と
み
な
し
た
場
合
に
お

い
て
当
該
い
ず
れ
か
一
の
も
の
と
当
該
法
人
と
の
間
に
当
該
い
ず
れ
か
一
の
も
の
に
よ
る
完
全

支
配
関
係
が
あ
る
こ
と
と
な
る
と
き
の
当
該
法
人
の
う
ち
払
込
資
本
の
額
（
令
和
六
年
三
月
三

大
分
県
報
号
外
（
条
例
）

令
和
六
年
七
月
四
日

二



十
日
以
後
に
、
特
定
親
法
人
（
当
該
事
業
年
度
に
お
い
て
当
該
法
人
と
他
の
法
人
と
の
間
に
当

該
他
の
法
人
に
よ
る
完
全
支
配
関
係
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
当
該
他
の
法
人
を
い
う
。
以
下
⑵

に
お
い
て
同
じ
。
）
と
当
該
法
人
と
の
間
に
当
該
特
定
親
法
人
に
よ
る
完
全
支
配
関
係
が
あ

り
、
か
つ
、
当
該
法
人
と
の
間
に
完
全
支
配
関
係
が
あ
る
全
て
の
特
定
法
人
が
有
す
る
株
式
及

び
出
資
の
全
部
を
当
該
全
て
の
特
定
法
人
の
う
ち
い
ず
れ
か
一
の
も
の
が
有
す
る
も
の
と
み
な

し
た
場
合
に
お
い
て
当
該
い
ず
れ
か
一
の
も
の
と
当
該
法
人
と
の
間
に
当
該
い
ず
れ
か
一
の
も

の
に
よ
る
完
全
支
配
関
係
が
あ
る
こ
と
と
な
る
と
き
そ
の
他
令
第
十
条
の
四
第
二
項
に
規
定
す

る
場
合
に
、
当
該
法
人
が
剰
余
金
の
配
当
又
は
出
資
の
払
戻
し
を
し
た
と
き
は
、
当
該
剰
余
金

の
配
当
又
は
出
資
の
払
戻
し
に
よ
り
減
少
し
た
払
込
資
本
の
額
を
加
算
し
た
額
）
が
二
億
円
を

超
え
る
も
の
（
⑴
に
掲
げ
る
法
人
を
除
く
。
）

第
三
十
五
条
第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２

前
項
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
判
定
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日

の
現
況
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

一

資
本
金
の
額
又
は
出
資
金
の
額
が
一
億
円
以
下
の
法
人
で
あ
る
か
ど
う
か
及
び
資
本
又
は
出
資
を

有
し
な
い
法
人
で
あ
る
か
ど
う
か
の
判
定
並
び
に
前
項
第
一
号
ロ
⑴
又
は
⑵
に
掲
げ
る
法
人
に
該
当

す
る
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
の
判
定
に
関
し
必
要
な
事
項
の
判
定
（
次
号
に
掲
げ
る
判
定
を
除

く
。
）

当
該
事
業
年
度
終
了
の
日
（
法
第
七
十
二
条
の
二
十
六
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り

申
告
納
付
す
べ
き
事
業
税
に
あ
つ
て
は
同
項
に
規
定
す
る
六
月
経
過
日
の
前
日
、
法
第
七
十
二
条
の

二
十
九
第
一
項
、
第
三
項
又
は
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
申
告
納
付
す
べ
き
事
業
税
に
あ
つ
て
は
そ
の

解
散
の
日
）

二

前
号
に
規
定
す
る
当
該
事
業
年
度
終
了
の
日
に
法
人
と
の
間
に
完
全
支
配
関
係
が
あ
る
他
の
法
人

が
当
該
事
業
年
度
に
お
い
て
前
項
第
一
号
ロ
⑴
又
は
⑵
の
特
定
法
人
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
か
ど

う
か
の
判
定
に
関
し
必
要
な
事
項
の
判
定

同
日
以
前
に
最
後
に
終
了
し
た
当
該
他
の
法
人
の
事
業

年
度
終
了
の
日
（
当
該
日
が
な
い
場
合
に
は
、
当
該
他
の
法
人
の
設
立
の
日
）

附
則
第
十
八
条
の
二
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
の
前
に
見
出
し
と
し
て
「
（
事
業
税
の
納
税
義
務
者
等

の
特
例
）
」
を
付
し
、
同
条
中
「
次
項
」
を
「
次
項
第
一
号
」
に
、
「
同
条
第
二
項
」
を
「
同
条
第
二
項

第
一
号
」
に
改
め
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
十
八
条
の
三

新
た
な
事
業
の
創
出
及
び
産
業
へ
の
投
資
を
促
進
す
る
た
め
の
産
業
競
争
力
強
化
法
等

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
六
年
法
律
第
四
十
五
号
）
の
施
行
の
日
か
ら
令
和
九
年
三
月
三
十
一

日
ま
で
の
間
に
産
業
競
争
力
強
化
法
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
九
十
八
号
）
第
二
十
四
条
の
二
第
一
項

に
規
定
す
る
特
別
事
業
再
編
計
画
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
特
別
事
業
再
編
計
画
」
と
い
う
。
）
に

つ
い
て
同
項
の
認
定
を
受
け
た
同
法
第
二
十
四
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
認
定
特
別
事
業
再
編
事
業

者
で
あ
る
法
人
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
認
定
特
別
事
業
再
編
事
業
者
」
と
い
う
。
）
が
、
当
該
認

定
に
係
る
特
別
事
業
再
編
計
画
（
同
項
の
規
定
に
よ
る
変
更
の
認
定
が
あ
つ
た
と
き
は
、
そ
の
変
更
後

の
も
の
）
に
従
つ
て
行
う
同
法
第
二
条
第
十
八
項
に
規
定
す
る
特
別
事
業
再
編
（
生
産
性
の
向
上
及
び

需
要
の
開
拓
に
特
に
資
す
る
も
の
と
し
て
総
務
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
に
限
る
。
以
下

こ
の
条
に
お
い
て
「
特
別
事
業
再
編
」
と
い
う
。
）
の
た
め
の
措
置
（
同
項
第
三
号
、
第
四
号
及
び
第

六
号
に
掲
げ
る
措
置
に
限
る
。
）
と
し
て
他
の
法
人
の
株
式
若
し
く
は
出
資
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て

「
株
式
等
」
と
い
う
。
）
の
取
得
を
し
、
又
は
他
の
法
人
の
株
式
を
譲
り
受
け
、
こ
れ
を
そ
の
取
得
又

は
譲
受
け
の
日
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
取
得
等
の
日
」
と
い
う
。
）
以
後
引
き
続
き
有
し
て
お

り
、
か
つ
、
取
得
等
の
日
以
後
継
続
し
て
当
該
他
の
法
人
と
の
間
に
完
全
支
配
関
係
（
法
人
税
法
第
二

条
第
十
二
号
の
七
の
六
に
規
定
す
る
完
全
支
配
関
係
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
あ

る
場
合
（
そ
の
取
得
又
は
譲
受
け
に
係
る
対
価
の
額
が
百
億
円
を
超
え
る
金
額
又
は
一
億
円
に
満
た
な

い
金
額
で
あ
る
場
合
を
除
く
。
）
に
お
い
て
、
当
該
他
の
法
人
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
対
象
法

人
」
と
い
う
。
）
及
び
当
該
認
定
特
別
事
業
再
編
事
業
者
が
産
業
競
争
力
強
化
法
第
二
十
四
条
の
二
第

一
項
の
認
定
の
申
請
の
日
前
五
年
以
内
に
他
の
法
人
の
株
式
等
の
取
得
を
し
、
又
は
他
の
法
人
の
株
式

を
譲
り
受
け
、
こ
れ
を
そ
の
取
得
又
は
譲
受
け
の
日
以
後
引
き
続
き
有
し
て
お
り
、
か
つ
、
同
日
以
後

継
続
し
て
当
該
他
の
法
人
と
の
間
に
完
全
支
配
関
係
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
当
該
他
の
法
人
（
当
該
他

の
法
人
が
当
該
特
別
事
業
再
編
の
た
め
の
措
置
を
行
う
場
合
に
お
け
る
当
該
他
の
法
人
の
う
ち
総
務
省

令
で
定
め
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
五
年
以
内
株
式
等
取
得
等
法
人
」
と
い
う
。
）

の
行
う
事
業
に
対
す
る
第
三
十
五
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
対
象
法
人
又
は
五
年
以
内

株
式
等
取
得
等
法
人
の
取
得
等
の
日
を
含
む
事
業
年
度
か
ら
当
該
取
得
等
の
日
以
後
五
年
を
経
過
す
る

日
を
含
む
事
業
年
度
（
同
法
第
二
十
四
条
の
三
第
二
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
同
法
第
二
十
四
条

の
二
第
一
項
の
認
定
が
取
り
消
さ
れ
た
場
合
に
は
、
そ
の
取
り
消
さ
れ
た
日
を
含
む
事
業
年
度
の
前
事

業
年
度
）
ま
で
の
各
事
業
年
度
分
の
事
業
税
に
限
り
、
第
三
十
五
条
第
一
項
第
一
号
ロ
⑴
及
び
⑵
中

「
二
億
円
を
超
え
る
も
の
」
と
あ
る
の
は
、
「
二
億
円
を
超
え
る
も
の
（
附
則
第
十
八
条
の
三
に
規
定

す
る
対
象
法
人
及
び
同
条
に
規
定
す
る
五
年
以
内
株
式
等
取
得
等
法
人
を
除
く
。
）
」
と
す
る
。

第
三
条

大
分
県
税
条
例
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
五
条
の
三
第
一
項
第
三
号
中
「
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
寄
附
金
（
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り

特
定
寄
附
金
と
み
な
さ
れ
る
も
の
を
含
む
。
）
並
び
に
」
を
「
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
寄
附
金
及

び
」
に
改
め
、
同
号
ハ
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

ハ

所
得
税
法
第
七
十
八
条
第
二
項
第
四
号
に
掲
げ
る
寄
附
金
の
う
ち
、
同
法
第
十
一
条
第
二
項
に

規
定
す
る
公
益
信
託
（
行
政
庁
が
知
事
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
）
の
信
託
財
産
と
す
る
た
め
に
支

出
し
た
も
の

令
和
六
年
七
月
四
日

大
分
県
報
号
外
（
条
例
）

三



第
三
十
五
条
の
十
一
第
一
項
中
「
法
人
課
税
信
託
」
を
「
法
人
課
税
信
託
等
」
に
改
め
る
。

附
則
第
五
条
の
三
中
「
第
十
項
」
を
「
第
十
二
項
」
に
、
「
第
十
一
項
」
を
「
第
十
三
項
」
に
、
「
同

条
第
十
二
項
」
を
「
同
条
第
十
四
項
」
に
、
「
こ
の
条
」
を
「
こ
の
項
」
に
、
「
法
人
を
含
む
」
を
「
者

を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
公
益
法
人
等
が
租
税
特
別
措
置
法
第
四
十
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定

す
る
公
益
信
託
の
受
託
者
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
公
益
信
託
の
受
託
者
が
二
以
上
あ
る
と
き

は
、
当
該
公
益
信
託
の
信
託
事
務
を
主
宰
す
る
受
託
者
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
主
宰
受
託
者
」
と

い
う
。
）
を
前
項
に
規
定
す
る
個
人
と
み
な
し
て
同
項
を
適
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
主

宰
受
託
者
に
課
す
る
同
項
の
財
産
に
係
る
県
民
税
の
所
得
割
に
つ
い
て
は
、
当
該
主
宰
受
託
者
以
外
の

受
託
者
は
、
そ
の
県
民
税
の
所
得
割
に
つ
い
て
、
連
帯
納
付
の
責
め
に
任
ず
る
。

（
大
分
県
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
一
部
改
正
）

第
四
条

大
分
県
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
平
成
十
九
年
大
分
県
条
例
第
二
十
九
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
二
項
中
「
を
除
く
」
を
「
及
び
公
益
信
託
に
関
す
る
法
律
（
令
和
六
年
法
律
第
三
十
号
）
附
則

第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
移
行
認
可
を
受
け
た
も
の
を
除
く
」
に
改
め
る
。

第
五
条

大
分
県
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
令
和
元
年
大
分
県
条
例
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
三
項
の
表
の
附
則
第
七
条
の
二
の
二
の
項
中
「
附
則
第
四
条
の
六
第
一
項
で
定
め
る
」
を
「
附

則
第
四
条
の
八
第
一
項
に
規
定
す
る
」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
条
例
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す

る
。

一

第
一
条
（
次
号
に
掲
げ
る
改
正
規
定
を
除
く
。
）
及
び
第
五
条
の
規
定

公
布
の
日

二

第
一
条
中
大
分
県
税
条
例
第
三
十
五
条
の
三
第
一
項
の
改
正
規
定
及
び
同
条
例
附
則
第
十
八
条
の
次

に
一
条
を
加
え
る
改
正
規
定
並
び
に
附
則
第
三
項
及
び
第
四
項
の
規
定

令
和
七
年
四
月
一
日

三

第
二
条
並
び
に
附
則
第
五
項
及
び
第
六
項
の
規
定

令
和
八
年
四
月
一
日

四

第
三
条
中
大
分
県
税
条
例
第
三
十
五
条
の
十
一
第
一
項
の
改
正
規
定
並
び
に
第
四
条
及
び
附
則
第
七

項
の
規
定

地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
六
年
法
律
第
四
号
。
以
下
「
地
方
税
法
等

改
正
法
」
と
い
う
。
）
附
則
第
一
条
第
十
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日

五

第
三
条
（
前
号
に
掲
げ
る
改
正
規
定
を
除
く
。
）
及
び
次
項
の
規
定

地
方
税
法
等
改
正
法
附
則
第

一
条
第
十
一
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日

（
県
民
税
に
関
す
る
経
過
措
置
）

２

所
得
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
六
年
法
律
第
八
号
）
附
則
第
三
条
第
一
項
の
規
定
の
適

用
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
大
分
県
税
条
例
第
二
十
五
条
の
三
第
一
項

（
第
三
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
第
三
号
中
「
寄
附
金
及
び
」
と

あ
る
の
は
、
「
寄
附
金
（
所
得
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
六
年
法
律
第
八
号
）
附
則
第
三

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
る
同
法
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前

の
所
得
税
法
第
七
十
八
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
寄
附
金
と
み
な
さ
れ
る
も
の
を
含
む
。
）
及
び
」

と
す
る
。

（
法
人
の
事
業
税
に
関
す
る
経
過
措
置
）

３

附
則
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
大
分
県
税
条
例
（
次
項
に
お
い
て
「
七
年
新
条

例
」
と
い
う
。
）
附
則
第
十
八
条
の
二
の
規
定
は
、
同
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
以
下
こ
の
項
及

び
次
項
に
お
い
て
「
二
号
施
行
日
」
と
い
う
。
）
以
後
に
開
始
す
る
事
業
年
度
に
係
る
法
人
の
事
業
税
に

つ
い
て
適
用
し
、
二
号
施
行
日
前
に
開
始
し
た
事
業
年
度
に
係
る
法
人
の
事
業
税
に
つ
い
て
は
、
な
お
従

前
の
例
に
よ
る
。

４

二
号
施
行
日
以
後
最
初
に
開
始
す
る
事
業
年
度
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
最
初
事
業
年
度
」
と
い

う
。
）
の
事
業
税
（
令
和
六
年
三
月
三
十
日
を
含
む
事
業
年
度
の
前
事
業
年
度
の
事
業
税
に
つ
い
て
第
一

条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
大
分
県
税
条
例
第
三
十
五
条
第
一
項
第
一
号
イ
に
掲
げ
る
法
人
に
該
当
し
た

も
の
で
あ
っ
て
、
同
月
二
十
九
日
の
現
況
に
よ
り
資
本
金
の
額
又
は
出
資
金
の
額
が
一
億
円
以
下
で
あ
る

と
判
定
さ
れ
、
か
つ
、
同
月
三
十
日
か
ら
最
初
事
業
年
度
の
開
始
の
日
の
前
日
ま
で
の
間
に
終
了
し
た
各

事
業
年
度
分
の
事
業
税
に
つ
い
て
同
号
ロ
に
掲
げ
る
法
人
に
該
当
し
た
も
の
の
行
う
事
業
に
対
す
る
事
業

税
を
除
く
。
）
に
係
る
七
年
新
条
例
附
則
第
十
八
条
の
二
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
中
「
前
事

業
年
度
」
と
あ
る
の
は
、
「
令
和
六
年
三
月
三
十
日
を
含
む
事
業
年
度
の
開
始
の
日
の
前
日
か
ら
大
分
県

税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
令
和
六
年
大
分
県
条
例
第
三
十
号
）
附
則
第
四
項
に
規
定
す
る
最

初
事
業
年
度
の
開
始
の
日
の
前
日
ま
で
の
間
に
終
了
し
た
い
ず
れ
か
の
事
業
年
度
分
」
と
す
る
。

５

第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
大
分
県
税
条
例
（
次
項
に
お
い
て
「
八
年
新
条
例
」
と
い
う
。
）
第

三
十
五
条
第
一
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
及
び
第
二
項
並
び
に
附
則
第
十
八
条
の
二
及
び
第

十
八
条
の
三
の
規
定
は
、
附
則
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
以
後
に
開
始
す
る
事
業
年
度

に
係
る
法
人
の
事
業
税
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に
開
始
し
た
事
業
年
度
に
係
る
法
人
の
事
業
税
に
つ

い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

６

八
年
新
条
例
第
三
十
五
条
第
一
項
第
一
号
ロ
（
八
年
新
条
例
附
則
第
十
八
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
読
み

替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規
定
す
る
所
得
等
課
税
法
人
以
外
の
法
人
で
資
本
金
の
額
若
し
く

は
出
資
金
の
額
が
一
億
円
以
下
の
も
の
又
は
同
号
ロ
に
規
定
す
る
所
得
等
課
税
法
人
以
外
の
法
人
で
資
本

大
分
県
報
号
外
（
条
例
）

令
和
六
年
七
月
四
日

四
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若
し
く
は
出
資
を
有
し
な
い
も
の
の
う
ち
同
号
ロ
⑴
又
は
⑵
に
掲
げ
る
法
人
に
該
当
す
る
も
の
が
行
う
事

業
に
対
す
る
令
和
八
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
開
始
す
る
各
事
業
年
度
分

の
事
業
税
に
つ
い
て
八
年
新
条
例
第
三
十
五
条
の
六
の
規
定
に
よ
り
申
告
納
付
す
べ
き
事
業
税
額
（
以
下

こ
の
項
に
お
い
て
「
令
和
八
年
度
分
基
準
法
人
事
業
税
額
」
と
い
う
。
）
が
、
当
該
法
人
が
行
う
事
業
に

対
す
る
当
該
事
業
年
度
の
事
業
税
に
つ
い
て
当
該
法
人
を
同
号
ロ
に
掲
げ
る
法
人
と
み
な
し
た
場
合
に
八

年
新
条
例
第
三
十
五
条
の
六
の
規
定
に
よ
り
申
告
納
付
す
べ
き
事
業
税
額
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
比

較
法
人
事
業
税
額
」
と
い
う
。
）
を
超
え
る
場
合
に
は
、
当
該
超
え
る
金
額
の
三
分
の
二
に
相
当
す
る
金

額
（
当
該
金
額
に
百
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
又
は
当
該
金
額
の
全
額
が
百
円
未
満
で
あ
る
場
合
に

は
、
当
該
端
数
金
額
又
は
当
該
全
額
を
切
り
上
げ
た
金
額
）
は
、
令
和
八
年
度
分
基
準
法
人
事
業
税
額
か

ら
控
除
す
る
も
の
と
し
、
当
該
法
人
が
行
う
事
業
に
対
す
る
令
和
九
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
十
年
三
月
三

十
一
日
ま
で
の
間
に
開
始
す
る
各
事
業
年
度
分
の
事
業
税
に
つ
い
て
八
年
新
条
例
第
三
十
五
条
の
六
の
規

定
に
よ
り
申
告
納
付
す
べ
き
事
業
税
額
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
令
和
九
年
度
分
基
準
法
人
事
業
税

額
」
と
い
う
。
）
が
、
比
較
法
人
事
業
税
額
を
超
え
る
場
合
に
は
、
当
該
超
え
る
金
額
の
三
分
の
一
に
相

当
す
る
金
額
（
当
該
金
額
に
百
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
又
は
当
該
金
額
の
全
額
が
百
円
未
満
で
あ
る

場
合
に
は
、
当
該
端
数
金
額
又
は
当
該
全
額
を
切
り
上
げ
た
金
額
）
は
、
令
和
九
年
度
分
基
準
法
人
事
業

税
額
か
ら
控
除
す
る
も
の
と
す
る
。

（
地
方
消
費
税
に
関
す
る
経
過
措
置
）

７

附
則
第
一
項
第
四
号
に
掲
げ
る
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
大
分
県
税
条
例
第
三
十
五
条
の
十
一
第
一
項
の

規
定
は
、
同
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
四
号
施
行
日
」
と
い
う
。
）
以

後
に
効
力
が
生
ず
る
地
方
税
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）
第
七
十
二
条
の
八
十
第
一
項

た
だ
し
書
に
規
定
す
る
公
益
信
託
（
公
益
信
託
に
関
す
る
法
律
（
令
和
六
年
法
律
第
三
十
号
）
附
則
第
四

条
第
一
項
に
規
定
す
る
移
行
認
可
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
移
行
認
可
」
と
い
う
。
）
を
受
け
た
信
託

を
含
む
。
）
に
つ
い
て
適
用
し
、
四
号
施
行
日
前
に
効
力
が
生
じ
た
同
法
に
よ
る
改
正
前
の
公
益
信
託
ニ

関
ス
ル
法
律
（
大
正
十
一
年
法
律
第
六
十
二
号
）
第
一
条
に
規
定
す
る
公
益
信
託
（
移
行
認
可
を
受
け
た

も
の
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

大
分
県
税
特
別
措
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
六
年
七
月
四
日

大
分
県
知
事

佐

藤

樹

一

郎

大
分
県
条
例
第
三
十
一
号

大
分
県
税
特
別
措
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

大
分
県
税
特
別
措
置
条
例
（
昭
和
三
十
八
年
大
分
県
条
例
第
四
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

二
条
中
「
改
正
前
の
租
税
特
別
措
置
法
」
の
下
に
「
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
」
を
加

え
、
同
条
第
一
号
中
「
い
う
。
以
下
」
を
「
い
う
。
」
に
改
め
る
。

第
二
条
の
三
第
一
項
中
「
令
和
六
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
九
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
、
同
条

第
二
項
中
「
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
」
を
削
る
。

第
三
条
の
五
第
一
項
中
「
令
和
六
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
、
「
、

特
定
業
務
施
設
」
の
下
に
「
及
び
同
法
第
五
条
第
四
項
第
五
号
に
規
定
す
る
特
定
業
務
児
童
福
祉
施
設
の
う

ち
当
該
特
定
業
務
施
設
の
新
設
に
併
せ
て
整
備
さ
れ
る
も
の
」
を
加
え
、
同
項
第
一
号
中
「
地
方
活
力
向
上

地
域
特
別
償
却
設
備
」
の
下
に
「
（
特
定
業
務
施
設
の
用
に
供
す
る
減
価
償
却
資
産
に
係
る
も
の
に
限
る
。

次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
中
「
令
和
六
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
八
年
三
月

三
十
一
日
」
に
改
め
る
。

附
則
第
三
項
中
「
令
和
六
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
九
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
等
）

１

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
改
正
後
の
大
分
県
税
特
別
措
置
条
例
（
以
下
「
新
条
例
」
と

い
う
。
）
の
規
定
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。
た
だ
し
、
新
条
例
第
三
条
の
五
の
規
定

（
地
方
活
力
向
上
地
域
特
別
償
却
設
備
の
新
設
又
は
増
設
に
係
る
期
限
に
関
す
る
部
分
を
除
く
。
次
項
に

お
い
て
同
じ
。
）
は
、
同
月
十
九
日
か
ら
適
用
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

新
条
例
第
三
条
の
五
の
規
定
は
、
令
和
六
年
四
月
十
九
日
以
後
に
新
設
さ
れ
、
又
は
増
設
さ
れ
る
設
備

に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に
新
設
さ
れ
、
又
は
増
設
さ
れ
た
設
備
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ

る
。

３

新
条
例
第
二
条
の
三
及
び
第
三
条
の
五
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
者
が
、
こ
の
条
例
の

施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
前
又
は
施
行
日
か
ら
一
月
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
に
提
出

す
べ
き
新
条
例
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
申
請
書
及
び
新
条
例
第
五
条
第
二
項
に
規
定
す
る
徴
収
猶
予

申
請
書
の
提
出
期
限
は
、
新
条
例
第
四
条
第
一
項
及
び
第
五
条
第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
施
行
日

か
ら
一
月
を
経
過
し
た
日
と
す
る
。

大
分
県
の
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
六
年
七
月
四
日

大
分
県
知
事

佐

藤

樹

一

郎

大
分
県
条
例
第
三
十
二
号

令
和
六
年
七
月
四
日

大
分
県
報
号
外
（
条
例
）

五
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大
分
県
の
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
大
分
県
の
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
）

第
一
条

大
分
県
の
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
一
年
大
分
県
条
例
第
三
十
七
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
二
の
一
の
項
の
事
務
の
欄
の
第
一
号
９
⑴
か
ら
⑶
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

⑴

大
麻
草
採
取
栽
培
者
免
許
申
請
手
数
料

⑵

大
麻
草
採
取
栽
培
者
登
録
変
更
手
数
料

⑶

大
麻
草
採
取
栽
培
者
免
許
証
再
交
付
申
請
手
数
料

別
表
第
二
の
三
の
項
の
項
目
の
欄
中
「
大
麻
取
締
法
」
を
「
大
麻
草
の
栽
培
の
規
制
に
関
す
る
法
律
」

に
改
め
、
同
項
の
事
務
の
欄
の
第
一
号
中
「
又
は
知
事
を
経
由
し
て
厚
生
労
働
大
臣
」
を
削
り
、
同
号
⑴

か
ら
⑶
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

⑴

法
第
五
条
第
一
項

⑵

法
第
七
条
第
三
項

⑶

法
第
十
一
条
た
だ
し
書

別
表
第
二
の
三
の
項
の
事
務
の
欄
の
第
一
号
⑷
及
び
⑸
を
削
り
、
同
欄
の
第
二
号
⑴
か
ら
⑶
ま
で
を
次

の
よ
う
に
改
め
る
。

⑴

法
第
六
条
第
三
項

⑵

法
第
七
条
第
四
項
及
び
第
五
項

⑶

法
第
九
条

別
表
第
二
の
三
の
項
の
事
務
の
欄
の
第
二
号
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

⑷

法
第
十
二
条
の
四
第
一
項
及
び
第
三
項

（
大
分
県
使
用
料
及
び
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正
）

第
二
条

大
分
県
使
用
料
及
び
手
数
料
条
例
（
昭
和
三
十
一
年
大
分
県
条
例
第
二
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
三
の
大
麻
関
係
事
務
の
部
中
「
大
麻
取
扱
者
免
許
申
請
手
数
料
」
を
「
大
麻
草
採
取
栽
培
者
免

許
申
請
手
数
料
」
に
、
「
大
麻
取
扱
者
登
録
変
更
手
数
料
」
を
「
大
麻
草
採
取
栽
培
者
登
録
変
更
手
数

料
」
に
、
「
大
麻
取
扱
者
免
許
証
再
交
付
申
請
手
数
料
」
を
「
大
麻
草
採
取
栽
培
者
免
許
証
再
交
付
申
請

手
数
料
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
大
麻
取
締
法
及
び
麻
薬
及
び
向
精
神
薬
取
締
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
五
年
法

律
第
八
十
四
号
）
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

大
分
県
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
六
年
七
月
四
日

大
分
県
知
事

佐

藤

樹

一

郎

大
分
県
条
例
第
三
十
三
号

大
分
県
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

大
分
県
国
民
健
康
保
険
条
例
（
平
成
二
十
九
年
大
分
県
条
例
第
三
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

附
則
第
四
項
の
前
の
見
出
し
を
削
り
、
同
項
に
見
出
し
と
し
て
「
（
経
過
措
置
）
」
を
付
す
る
。

附
則
第
五
項
を
削
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

大
分
県
幼
稚
園
型
認
定
こ
ど
も
園
等
の
認
定
の
要
件
を
定
め
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ

に
公
布
す
る
。

令
和
六
年
七
月
四
日

大
分
県
知
事

佐

藤

樹

一

郎

大
分
県
条
例
第
三
十
四
号

大
分
県
幼
稚
園
型
認
定
こ
ど
も
園
等
の
認
定
の
要
件
を
定
め
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

（
大
分
県
幼
稚
園
型
認
定
こ
ど
も
園
等
の
認
定
の
要
件
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正
）

第
一
条

大
分
県
幼
稚
園
型
認
定
こ
ど
も
園
等
の
認
定
の
要
件
を
定
め
る
条
例
（
平
成
十
八
年
大
分
県
条
例

第
四
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
の
第
一
の
一
ハ
中
「
二
十
人
」
を
「
十
五
人
」
に
改
め
、
同
表
の
第
一
の
一
ニ
中
「
三
十
人
」
を

「
二
十
五
人
」
に
改
め
、
同
表
の
第
四
中
「
厚
生
労
働
省
」
を
「
内
閣
総
理
大
臣
」
に
改
め
る
。

（
児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正
）

第
二
条

児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
（
平
成
二
十
四
年
大
分
県
条
例

第
六
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
十
条
第
二
項
中
「
二
十
人
」
を
「
十
五
人
」
に
、
「
三
十
人
」
を
「
二
十
五
人
」
に
改
め
る
。

（
大
分
県
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正
）

第
三
条

大
分
県
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
（
平
成
二

十
六
年
大
分
県
条
例
第
三
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
条
第
三
項
の
表
の
一
の
項
中
「
三
〇
人
」
を
「
二
五
人
」
に
改
め
、
同
表
の
二
の
項
中
「
二
〇

大
分
県
報
号
外
（
条
例
）

令
和
六
年
七
月
四
日

六
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人
」
を
「
一
五
人
」
に
改
め
、
同
表
の
備
考
第
三
号
中
「
第
一
号
及
び
第
二
号
」
を
「
一
の
項
及
び
二
の

項
」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
大
分
県
幼
稚
園
型
認
定
こ
ど
も
園
等
の
認
定
の
要
件
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

２

子
ど
も
に
対
す
る
教
育
及
び
保
育
に
従
事
す
る
者
の
配
置
の
状
況
に
鑑
み
、
教
育
及
び
保
育
の
提
供
に

支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
は
、
当
分
の
間
、
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
大
分
県
幼
稚
園

型
認
定
こ
ど
も
園
等
の
認
定
の
要
件
を
定
め
る
条
例
別
表
の
第
一
の
一
ハ
及
び
ニ
の
規
定
は
、
適
用
し
な

い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
大
分
県
幼
稚
園
型
認
定
こ
ど
も
園
等
の
認
定

の
要
件
を
定
め
る
条
例
別
表
の
第
一
の
一
ハ
及
び
ニ
の
規
定
は
、
こ
の
条
例
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行

日
」
と
い
う
。
）
以
後
に
お
い
て
も
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。

（
児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

３

保
育
士
の
配
置
の
状
況
に
鑑
み
、
保
育
の
提
供
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
は
、
当
分
の

間
、
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

第
五
十
条
第
二
項
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の

児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
第
五
十
条
第
二
項
の
規
定
は
、
施
行
日

以
後
に
お
い
て
も
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。

（
大
分
県
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正
に

伴
う
経
過
措
置
）

４

園
児
の
教
育
及
び
保
育
に
直
接
従
事
す
る
職
員
の
配
置
の
状
況
に
鑑
み
、
教
育
及
び
保
育
の
提
供
に
支

障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
は
、
当
分
の
間
、
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
大
分
県
幼
保
連
携

型
認
定
こ
ど
も
園
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
第
六
条
第
三
項
の
表
の
一
の
項
及
び

二
の
項
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
大
分
県
幼

保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
第
六
条
第
三
項
の
表
の
一
の

項
及
び
二
の
項
の
規
定
は
、
施
行
日
以
後
に
お
い
て
も
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。

大
分
県
立
学
校
職
員
及
び
大
分
県
市
町
村
立
学
校
県
費
負
担
教
職
員
定
数
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
六
年
七
月
四
日

大
分
県
知
事

佐

藤

樹

一

郎

大
分
県
条
例
第
三
十
五
号

大
分
県
立
学
校
職
員
及
び
大
分
県
市
町
村
立
学
校
県
費
負
担
教
職
員
定
数
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

大
分
県
立
学
校
職
員
及
び
大
分
県
市
町
村
立
学
校
県
費
負
担
教
職
員
定
数
条
例
（
昭
和
五
十
一
年
大
分
県

条
例
第
二
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
一
項
第
一
号
中
「
三
、
四
三
五
人
」
を
「
三
、
五
二
九
人
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
七
、

〇
八
六
人
」
を
「
七
、
〇
九
九
人
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
改
正
後
の
大
分
県
立
学
校
職
員
及
び
大
分
県
市
町
村
立
学
校
県

費
負
担
教
職
員
定
数
条
例
の
規
定
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

令
和
六
年
七
月
四
日

大
分
県
報
号
外
（
条
例
）

七


